
長崎県の森林・林業

長崎県農林部林政課・森林整備室



・林業専業作業員 ３５０人 ⇒ ４００人

○緑の雇用に伴う人材の確保

○集約化による採算性向上・プランナー養成

・木材生産性 ２．８㎥/人・日⇒ ５．０人㎥/人・日

○路網整備・高性能機械リース導入・技術者研修による

技術習得により生産性の向上

・木材生産量 １０万㎥ ⇒ ２５万㎥

（協定販売 ５件 ⇒ １５件（輸出含）

○ロットの確保・原木安定供給・需要者への安定供給

新ながさき農林業・農山村活性化計画

人工林（スギ・ヒノ キ）（４２％） ８８，０００ｈａ

資源を循環利用する森林
６０，０００ｈａ

資源の循環利用搬出間伐
１，６００ｈａ／年

皆伐 ５０ｈａ／年

環境を重視
した森林

２８，０００ｈａ

針広混交林

へ伐捨間伐

その他・天然林（５８%）

１３０，０００ｈａ

環境を重視した森林
（保安林） ２０,０００ｈａ

クヌギ・ナラ類
１１,０００ｈａ

しいたけ原木への活用

その他・広葉樹
９９,０００ｈａ

（チップ生産等に活用）

木材

協定販売による生産量・価格の安定
木材生産量 １００，０００㎥

Ｂ材 ２５，０００ｍ３（２５%）

ＣＬＴ用ラミナ、中国・韓国輸出

Ａ材 ５５，０００ｍ３（５５%）

県内外の製材工場へ

Ｃ材 ２０，０００ｍ３（２０%）
バイオマス燃料, 中国輸出

チップ生産量
３．２万㎥/年

未整備森林
１０，５００ha

伐捨間伐
１０００ｈａ／年
（未利用間材

の活用）

林業専業作業員 ３５０人

間伐による木材生産性 ２．８ｍ３／人・日

平成２７年 民有林面積 ２１８，０００ｈａ
人工林（スギ・ヒノ キ）（４２％） ８８，０００ｈａ

平成３７年

資源を循環利用する森林
６０，０００ｈａ

資源の循環利用搬出間伐
３，０００ｈａ／年

皆伐 １８０ｈａ／年

環境を重視
した森林
２８，０００ｈａ

針広混交林へ
伐捨間伐

１０００ｈａ／年
（未利用間伐材

の活用）

協定販売による生産量・価格の安定
木材生産量 ２５０，０００㎥

木材

その他・天然林（５８%）

１３０，０００ｈａ

民有林面積 ２１８，０００ｈａ

林業専業作業員 ４００人
間伐による木材生産性 ５．０ｍ３／人・日

その他・広葉樹
９９,０００ｈａ

（チップ生産等に活用）

クヌギ・ナラ類
１１,０００ｈａ

しいたけ原木への活用

環境を重視した森林
（保安林） ２０,０００ｈａ

Ａ材 ７５，０００ｍ３（３０%）
県内外の製材工場へ

Ｂ材 ７５，０００ｍ３（３０%）

ＣＬＴ用ラミナ、中国・韓国輸出

Ｃ材 １００，０００ｍ３（４０%）

バイオマス燃料、中国輸出

チップ生産量
４万㎥/年

【林業構造の展望】
　離島・半島を多く抱える本県においては、地域にふさわしい健全な森林を未来に引き継ぐため、木材生産を重視した森林、環境
保全を重視した森林など、多面的機能に応じた適正な森林へ配置・管理を行い、調和のとれた豊かな森林づくりを行っていく。　
なかでも、木材生産を重視した森林については、計画的な森林整備が行われ、搬出された木材については、原木の規格・品質ごと
の用途に応じた安定的な木材が生産がされている。また、事業を実施する林業事業体は、地域の良質な雇用の場となっている。
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03　長崎県の森林・林業

資料：平成 27 年度　長崎県の森林・林業統計

　県の総土地面積のうち約６割が森林です。また、
本県は、離島・半島が多く地形も入り組んでいるため、
農地は１割強と多くありません。県土面積のうち、
離島が約４割（森林面積では約５割）を占めています。

島原地域 ( 水無川）

対馬地域（浅茅湾）

■　土地面積

　森林総数に占める民有林は、約９割で、そのうち約８割が私有林です。公有林のうち県営林は、約
６千ｈａ、市町村営林は、約２万ｈａです。また、林業公社が約１万４千 ha を経営しています。

■　所有形態別森林面積

県土地総面積
413,209ha

森林
242,199
58.6%

農地
49,100
11.9%

その他
121,910
29.5%

私有林
189,854ha

78.4%

私有林
うち

林業公社
14,210ha

5.9%

市町営林
21,374 ha

8.8%

県営・県有林
6,539ha

2.7%

学校林
225ha
0.1%

林野庁所管
23,743 ha

9.8%

国有林
24,206 ha

10.0%

林野庁以外
463ha
0.2%

民有林
217,993ha

90.0%

総数
242,199ha

(100%)

※面積は内数
　%は全体割合

04　長崎県の森林・林業

　面積では、戦後の拡大造林でヒノキ植栽を進めたことから、ヒノキ林がスギ林の約２倍に達しています。
また、蓄積では、スギ・ヒノキの人工林が、約６０％を占めています。

■　民有林の面積・蓄積

　所有規模１ha 以上３ha 未満の森林所有者が、約４分の３を占め、１００ｈａを超える大規模所有者は、
０．２％に過ぎません。このため経営の零細化が顕著であり、高齢化・不在村化とあいまって未整備森
林が増加の要因となっています。

■　保有山林規模別林家数

　本県の林業産出額は５０～６０億円台で推移しており、木材生産額は少なく、平成２６年で約８４％
がきのこ類となっています。

■　林業産出額

樹種別森林面積

総数
217,993ha

樹種別森林蓄積

総数
45,360千㎥スギ

28,938
13.3% スギ

13,267
29.2%

ヒノキ
16,796
37.0%

広葉樹
14,594
32.2%

ヒノキ
59,646
27.4%

広葉樹
114,247
52.4% 

マツ
3,041
1.4%

マツ
652
1.4%

竹林
3,450
1.6%

無立木地
8,361
3.8%

その他
針葉樹
310
0.1%

その他
針葉樹

52
0.1%

面積
（割合）

217,993
(100.0%)

45,360
(100.0%)

28,938
(13.3%)
13,267

(29.2%)

59,646
(27.4%)
16,795

(37.0%)

3,041
(1.4%)

652
(1.4%)

310
(0.1%)

52
(0.1%)

114,247
(52.4%)
14,594

(32.2%)

3,450
(1.6%)

（3,305 千束）

8,361
(3.8%)

0

区分 総数 広葉樹 竹　林 無立木地
スギ ヒノキ マツ

人　工　林

その他
針葉樹

13,285
( 割合 )

11,684
(87.9%)

767
(5.8%)

452
(3.4%)

183
(1.4%)

79
(0.6%)

46
(0.3%)

38
(0.3%)

36
(0.3%)

1～3ha未満 3～5ha未満 5～　　　
10ha未満

10～　　　
20ha未満

20～　　　
30ha未満

30～　　　
50ha未満

50～　　　
100ha未満

100ha以上

蓄積
（割合）

資料：「平成 27 年度長崎県の森林・林業統計」による。

単位（面積：ha，材積：千 m3）

（単位：戸）

資料：2015 年農林業センサス（農林業経営体調査）結果による。

資料：農林水産省「生産林業所得統計（林業産出額）」および特用林産物生産統計調査」による。

面積
総数

年　　次

23

24

25

26

569

596

590

611

73

89

74

95

1

1

1

1

494

506

516

515

林業産出額 木材生産 薪炭生産 栽培きのこ類
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資料：「平成 27 年度長崎県の森林・林業統計」による。

単位（面積：ha，材積：千 m3）

（単位：戸）

資料：2015 年農林業センサス（農林業経営体調査）結果による。
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05　長崎県の森林・林業

資料：「平成27年度長崎県の森林・林業統計」

　間伐を必要とする森林や木材の利用が可能な森林が多くなっており、施業の集約化等を図り搬出間伐
を中心に森林整備を推進します。

■　本県民有林における人工林（スギ・ヒノキ）の面積・蓄積
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1-5 6-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36-41 41-45 46-50 51以上 （年生）

1-5 6-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36-41 41-45 46-50 51以上 （年生）

06　長崎県の森林・林業

　県内の森林の２９％にあたる約７万 ha を保安林に指定しています。離島・半島が多い県土の地形から、
水資源を確保する「水源かん養林」、災害防止のための「土砂流出防備林」で、約８０％を占め、魚つき・
防風等海岸林が約４％となっています。

■　保安林の種類別面積

　本県は離島・半島が多く、防風・防潮効果の高い松林を中心として防除事業を実施しています。

■　松くい虫の被害と駆除

資料：「松くい虫対策に関する定期報告」（森林整備室調べ）

資料：「平成27年度　長崎県の森林・林業統計」　　(平成 28年 3月 31日現在 )
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07　長崎県の森林・林業

資料：森林整備室調べによる。

　県内の人工林の多くが伐期を迎えており、搬出間伐の事業量が増加しています。また、森林保全のた
めの森林整備をおこない、未整備森林の解消も図っていく必要があります。

■　間伐実績の推移

資料：森林整備室調べによる。

　平成 19 年度から「ながさき森林環境税」を活用した森林作業道が増えています。

■　作業道開設実績の推移

1,166

1,267

1,419

1,223

1,687

2,170

1,364

808

548

629

153

69

31

19

14
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開設延長：㎞
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202㎞
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単位：ha

08　長崎県の森林・林業

　搬出間伐を推進することで、素材生産量が増加しています。

■　素材生産

■　県産材の利用
スギ・ヒノキの生産量の推移

　木材価格は、昭和５０年代をピークに長期的に下落傾向にあり、平成２６年のスギ丸太の県内価格は
10,000 円、ヒノキ丸太の県内価格は 16,667 円となっています。

■　木材価格の推移

木材の積込状況資料：針葉樹は林政課調べによる。広葉樹は国の統計調査による。

資料：林政課調べによる。
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09　長崎県の森林・林業

　平成２３年４月に「長崎県公共建築物等木材利用方針」を策定し、県下全市町においても「市町公共
建築物等木材利用方針」が策定され、県産材の利用を推進しています。

■　長崎県公共建築物等木材利用促進方針の策定

平戸署獅子町駐在所 小値賀番岳公衆便所

西有家中学校技術科室 西諫早幼稚園

　森林整備加速化･林業再生事業（２６～２７年度）で整備された木造施設は以下のとおりです。

■　公共施設等の施設整備支援実績 (３施設 )

平成２６～２７年度に長崎県が整備した木造化・木質化施設一覧 (10施設 )

1

2

3

1

2

3

4

5

6

7

No 年度 施設名

合　　計

合　　計

所在地延床面積
(m²)

木造化・
木質化の別

木材利用量
(m³)

県産材利用
量 (m³)

26

26

26

27

27

27

27

27

27

27

木造化

木質化

木質化

木造化

木造化

木造化

木造化

木質化

木造化

木質化

深堀団地集会所

滑石団地

大村城南

対馬北署琴駐在所

平戸署獅子町駐在所

小栗団地駐在所

百花台公園便所

宮谷第３公舎室内改修工事

小値賀番岳公衆便所

防火扉設置工事

長崎市深堀1丁目

長崎市滑石4丁目

大村市久原1丁目

対馬市上対馬町

平戸市獅子町

諫早市小川町

島原市有明町湯江

対馬市厳原町

北松浦郡小値賀町

諫早市

204

2,708

318

3,230

91

91

72

52
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No 年度 施設名

合　　計

合　　計

所在地延床面積
(m²)

木造化・
木質化の別

木材利用量
(m³)

県産材利用
量 (m³)

26

26

27

木造化

木造化

木造化

みのりが丘幼稚園

西有家中学校技術科室

西諫早幼稚園

長崎市大手町

南島原市有家町

諫早市久山町
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363

363
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105

42

35
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87

10　長崎県の森林・林業

　素材生産の現場において、生産性の向上や労働負荷の軽減に高性能林業機械は欠かせない存在であり、
効率的な生産システムを確立するため、高性能林業機械の導入を進めています。

■　高性能林業機械の保有台数

　本県の特用林産物生産量の平成２６年度の全国順位は、原木乾しいたけ８位、菌床生しいたけ５位、
えのきたけ５位、ツバキ油２位となっています。

■　特用林産物生産量

資料：林政課調べによる。

資料：農林水産省「特用林産物生産統計調査」による

（単位：台）

機　械　種　別

ス キ ッ ダ

プ ロ セ ッ サ

ハ ー ベ ス タ

フ ォ ワ ー ダ

タ ワ ー ヤ ー ダ

ス イ ン グ ヤ ー ダ

ハ イ ブ リ ッ ド
（ウィンチ付プロセッサ）

　 計 　

1

14

1

16

2

8

2

44

5

4

6

15

1

1

1

3

2

1

3

1

21

1

22

2

15

3

65

2
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1

22

2

14

5

61

2
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1
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2
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5
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2
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1
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2
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5
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2
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1
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3

10

5
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2
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1
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2

8

3

41

2

12

1
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2

8

3

40

27年度保有内訳

所　有　区　分

森林組合 会社 個人 その他 H27 H26 H25 H24 H23 H22 H21

年度別保有台数

乾しいたけ（原木） ツバキの実とツバキ油

22

23

24

25

26

27

80

76

77

67

41

48

1

10

18

50

36

34

99

72

84

138

139

109

3,398

3,475

3,315

3,315

3,391

3,547

29.7

23.7

8.6

11.8

22.4

19.8

81

72

60

44

63

88

119

46

161

80

143

82

200

410

1,070

930

1,130

1,131

種別
年次

乾しいたけ(t)

原木 菌床 原木 菌床

生しいたけ(t) ツバキ油
(kl)

木炭
(t)

たけのこ
(t)

ぶなしめじ
(t)



09　長崎県の森林・林業
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11　長崎県の森林・林業

■　森林組合連合会

会　員 出資金
役　　員　　数

■　森林組合

常勤理事 非常勤理事 監　事
職員数

10組合 48,715千円 １人 ５人 ２人 ７人
(うち２人嘱託)

※ 森林組合一斉調査による（平成 27 年 9 月末現在）

※ 森林組合一斉調査による（平成 27 年 9 月末現在）

組合数

10組合

組合員

21,173人

出資金

500,167千円

組合員所有森林面積

10組合

役員数

160人

職員数

112人

■　生産森林組合

※ 森林組合一斉調査による（平成 27 年 9 月末現在）

資料：林政課調べ

組合数

102組合

組合員

6,251人

出資森林面積

9,060ha

　収穫時期を迎える木材生産・販売体制の確立が必要となっています。

■　森林組合の事業総収益

　素材生産業者や建設業者等との連携を強化しながら、搬出間伐に十分対応できる体制を構築する必要
があります。         

■　林業専業作業班員数の推移

157

241 216 245
278

239 238

35

34
46

47
56

101 113

0
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200

250

300

350

400

Ｈ１７ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

森林組合 組合以外の事業体
人数

192

275 260
292

334 340 351

販売
47.3％

加工
6.7％

森林整備
45.4％

指導
0.6％

総収益：2,635,732千円

12　長崎県の森林・林業

　地方公共団体の財政事情が悪化しており、林道整備量が減少傾向となっています。

■　林道事業の計画と実績

資料：森林整備室調べ

林道飼所舟志線

林道網整備全体計画に対する進捗

森林計画区別の林道網整備状況 （過去５ヶ年）

489㎞

1,640㎞

2,129㎞

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

残量

既設

開設計画

(2.2m/ha)

(7.5m/ha)

(9.7m/ha)

林道網整備全体計画 （平成46年度まで）

林道網整備全体計画に対する実績 （平成27年度末）

林道網整備全体計画に対する残量 （平成27年度末）

H23

H24

H25

H26

H27

計

路線数区分

森林計画区 総　数 長崎北部 長崎南部 五島・壱岐 対馬

延長 路線数 延長 路線数 延長 路線数 延長 路線数 延長

7

9
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6

8

3.3

5.9

4.7

4.4

2.7
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2
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4.7

3
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3.4

1.0

1.5

11.2

2

3
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3

3

0.3
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1.1

2.1

0.9

5.1

単位：㎞
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